
359 354 0

総事業費（①＋②） 362 359 354 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

５

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 福祉安全

基本施

　

策 障害児・者福祉
施策

刈

体系
施策の内容 障害福

谷

祉サービスの充実

目
　

市

　
　
的

　在宅の重度身

事

体障害者に対し、医師

務

等を派

主
た
る
内
容

　在

事

宅重度の身体障害者で

業

医療機関等に受診
遣す

評

るなどの支援を行うこ

価

とにより、障害者 が困

シ

難なものに対し、医師

ー

を派遣し、障害部
の福

ト

祉の増進を図る。 位の

（

診断、診断書の作成等

様

を行う。

位
置
づ
け

関連

式

計画 刈谷市障害者計画

１

根拠法令 刈谷市在宅重

）

度身体障害者訪問診査

会

実施要綱

対象者 身体障

計

害者 事業期間 平成６年

名

度 ～

実施方法 ■直営　

担

□委託　□指定管理　

当

□補助・助成　□その

部

他

福祉健康部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　
実

計

　
績

２２年度実績 ２３

在

年度実績 ２４年度実績

宅

２５年度計画

利用件数

重

　0件 利用件数　0件

度

利用件数　0件 （一般

身

事務費事業へ移行）
　

体

　
　
　　　―――――

障

――

　利用実績なし

成

害

果

(できたこと)

　数

者

年利用者がいないため

訪

、事業の存続を検討す

問

る必要がある。
課題

(

診

できなか 

 ったこと

査

)

指標名称（単位）
実

事

績値 目標値

２２年度 ２

業

３年度 ２４年度 ２５年

担

度 ２７年度

活動 利用件

当

数（件） 0 0 0 ―
指標

課

 
指標

　本事業は、刈

障

谷市独自の事業である

害

。
他市との
比較検証

福祉課

款 項 目 担当係

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

障

ト

単位：千円
２２年度

害

２３年度 ２４年度 ２５

福

年度 ２４年度

（決算）

祉

（決算） （決算） （予

係

算） 事業費内訳

事業費

3

　① 0 0 0 0 合計 0 

1

円

財
　
源

特定財源 0 0

2

0 0

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 362



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 673,647 728,311 760,366 797,213 合計 760,365,993 円
扶助費 760,365,993 円

財
　
源

特定財源 505,697 547,323 537,699 597,808

一般財源 167,950 180,988 222,667 199,405

職員人件費　② 2,175 3,589 3,537 3,685

総事業費（①＋②） 675,822 731,900 763,903 800,898

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者自立支援給付費負担金
（国）

２６年度以降の事業費見込 0 障害者自立支援給付費負担金
（県）

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

５

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 福祉安全

基本

度

施策 障害児・者福祉
施

　

策体系
施策の内容 障害

刈

福祉サービスの充実

目

谷

　
　
　
的

　介護給付費

市

を支給することにより

事

、障害者

主
た
る
内
容

　

務

介護給付に係る費用の

事

公費負担分（原則9割

業

の自立した生活を支援

評

し、障害者の福祉の増

価

）を給付する。
進を図

シ

る。 ＜事業内容＞
居宅

ー

介護、重度訪問介護、

ト

同行援護、
行動援護、

（

短期入所、
重度障害者

様

等包括支援、療養介護

式

、
生活介護、療養介護

１

医療、ケアホーム、
施

）

設入所支援、施設措置

会

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

計

市障害者計画、刈谷市

名

障害福祉計画

根拠法令

担

障害者の日常生活及び

当

社会生活を総合的に支

部

援するための法律

対象

福

者 障害者 事業期間 平成

祉

１８年度 ～

実施方法 ■

健

直営　□委託　□指定

康

管理　□補助・助成　

部

□その他

一般会計
介護給付

Ｂ
　
事
　

事

業
　
実
　
績

２２年度実

業

績 ２３年度実績 ２４年

担

度実績 ２５年度計画

延

当

利用人数　5,685

課

人 延利用人数　6,2

障

64人 延利用人数　5

害

,967人 延利用人数

福

　6,253人

　介護

祉

給付にかかる費用を公

課

費負担することにより

款

、障害者及びその家族

項

等が自立した日常生活

目

、社会生活を送ること

担

が

成果 できるよう支援

当

し、福祉の増進を図る

係

ことができた。

(でき

障

たこと)

　障害者数の

害

増大、サービスの普及

福

により市の財政への負

祉

担が年々増加している

係

。
課題

(できなか 

 

3

ったこと)

指標名称（

1

単位）
実績値 目標値

２

2

２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 延利用人数（人） 5,685 6,264 5,967 6,253
指標

 
指標

 法律に基づき行う事業であり各市共通
他市との
比較検証



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 71,937 122,867 297,973 323,635 合計 297,973,033 円
扶助費 297,973,033 円

財
　
源

特定財源 53,953 91,928 210,319 242,625

一般財源 17,984 30,939 87,654 81,010

職員人件費　② 2,175 3,589 3,537 3,685

総事業費（①＋②） 74,112 126,456 301,510 327,320

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者自立支援給付費負担金
（国）

２６年度以降の事業費見込 0 障害者自立支援給付費負担金
（県）

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

５

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 福祉安全

基

度

本施策 障害児・者福祉

　

施策体系
施策の内容 社

刈

会参加と自立支援

目
　

谷

　
　
的

　訓練等給付費

市

を支給することにより

事

、障害

主
た
る
内
容

　訓

務

練等給付に係る公費負

事

担分（原則費用の9
者

業

の自立した生活を支援

評

し、障害者の福祉の 割

価

）を給付する。
増進を

シ

図る。 ＜事業内容＞
自

ー

立訓練、就労移行支援

ト

、就労継続支援、グ
ル

（

ープホーム、計画相談

様

支援

位
置
づ
け

関連計画

式

刈谷市障害者計画、刈

１

谷市障害福祉計画

根拠

）

法令 障害者の日常生活

会

及び社会生活を総合的

計

に支援するための法律

名

対象者 障害者 事業期間

担

平成１８年度 ～

実施方

当

法 ■直営　□委託　□

部

指定管理　□補助・助

福

成　□その他

祉健康部

一般会計

Ｂ
　

訓

事
　
業
　
実
　
績

２２年

練

度実績 ２３年度実績 ２

等

４年度実績 ２５年度計

給

画

延利用人数　555

付

人 延利用人数　1,2

事

58人 延利用人数　2

業

,746人 延利用人数

担

　2,982人

　訓練

当

等給付にかかる費用を

課

公費負担することによ

障

り、障害者及びその家

害

族等が自立した日常生

福

活、社会生活を送るこ

祉

と

成果 ができるよう支

課

援し、福祉の増進を図

款

ることができた。

(で

項

きたこと)

　障害者数

目

の増大、サービスの普

担

及により市の財政への

当

負担が年々増加してい

係

る。また、一般就労へ

障

繋ぐためのフォロー
課

害

題
アップついて検討す

福

る必要がある。
(でき

祉

なか 

 ったこと)

指

係

標名称（単位）
実績値

3

目標値

２２年度 ２３年

1

度 ２４年度 ２５年度 ２

2

７年度

活動 延利用人数（人） 555 1,258 2,746 2,982
指標

 
指標

　法律に基づき行う事業であり各市共通
他市との
比較検証



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 113 100 112 328 合計 112,048 円
扶助費 112,048 円

財
　
源

特定財源 85 74 82 246

一般財源 28 26 30 82

職員人件費　② 362 359 354 368

総事業費（①＋②） 475 459 466 696

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者自立支援給付費負担金
（国）

２６年度以降の事業費見込 0 障害者自立支援給付費負担金
（県）

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

５

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 福祉安全

基本施

　

策 障害児・者福祉
施策

刈

体系
施策の内容 障害福

谷

祉サービスの充実

目
　

市

　
　
的

　高額障害福祉

事

サービス費を支給する

務

ことに

主
た
る
内
容

　同

事

一世帯に障害福祉サー

業

ビスを利用する者
より

評

、障害者の自立した生

価

活を支援し、障害 が複

シ

数いる場合等に、世帯

ー

内の利用者負担を
者の

ト

福祉の増進を図る。 月

（

額上限負担額まで償還

様

払い方式により軽減
す

式

る。

位
置
づ
け

関連計画

１

刈谷市障害者計画、刈

）

谷市障害福祉計画

根拠

会

法令 障害者の日常生活

計

及び社会生活を総合的

名

に支援するための法律

担

対象者 障害者 事業期間

当

平成１８年度 ～

実施方

部

法 ■直営　□委託　□

福

指定管理　□補助・助

祉

成　□その他

健康部

一般会計
高

Ｂ
　

額

事
　
業
　
実
　
績

２２年

障

度実績 ２３年度実績 ２

害

４年度実績 ２５年度計

福

画

延利用件数　14件

祉

延利用件数　15件 延

サ

利用件数　40件 延利

ー

用件数　72件

　障害

ビ

福祉サービスの利用者

ス

負担の軽減を図ること

費

により、障害者等が自

支

立した日常生活、社会

給

生活を送ることができ

事

る

成果 よう支援し、福

業

祉の増進を図ることが

担

できた。

(できたこと

当

)

　複数の事業をまた

課

ぐ事業であるため、該

障

当者漏れを防ぐチェッ

害

ク体制を検討する必要

福

がある。
課題

(できな

祉

か 

 ったこと)

指標

課

名称（単位）
実績値 目

款

標値

２２年度 ２３年度

項

２４年度 ２５年度 ２７

目

年度

活動 延利用件数（

担

件） 14 15 40 72

当

指標
 

指標
　法律に基

係

づき行う事業であり各

障

市共通
他市との
比較検

害

証

福祉係

3 1 2



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 19,827 22,242 22,205 22,528 合計 22,205,291 円
扶助費 22,205,291 円

財
　
源

特定財源 14,870 16,681 13,743 16,896

一般財源 4,957 5,561 8,462 5,632

職員人件費　② 1,087 1,077 1,061 1,474

総事業費（①＋②） 20,914 23,319 23,266 24,002

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者自立支援補装具給付費
負担金（国）

２６年度以降の事業費見込 0 障害者自立支援補装具給付費
負担金（県）

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 福祉安全

度

基本施策 障害児・者福

　

祉
施策体系

施策の内容

刈

障害福祉サービスの充

谷

実

目
　
　
　
的

　補装具

市

費を支給することによ

事

り、障害者の

主
た
る
内

務

容

　身体障害者の機能

事

障害を補い、日常生活

業

を
自立した生活を支援

評

し、障害者の福祉の増

価

進 容易にするための装

シ

具を交付（修理）する

ー

。
を図る。 ＜事業内容

ト

＞
義肢、装具、補聴器

（

、車いす等の交付・修

様

理

位
置
づ
け

関連計画 刈

式

谷市障害者計画、刈谷

１

市障害福祉計画

根拠法

）

令 障害者の日常生活及

会

び社会生活を総合的に

計

支援するための法律

対

名

象者 身体障害者 事業期

担

間 平成１８年度 ～

実施

当

方法 ■直営　□委託　

部

□指定管理　□補助・

福

助成　□その他

祉健康部

一般会計

Ｂ

補

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

装

年度実績 ２３年度実績

具

２４年度実績 ２５年度

費

計画

交付件数　163

支

件 交付件数　171件

給

交付件数　180件 交

事

付件数　189件

　身

業

体障害者の機能障害を

担

補い、日常生活を容易

当

にするための装具等の

課

交付（修理）を行うこ

障

とにより、障害者等が

害

自立

成果 した日常生活

福

、社会生活を送ること

祉

ができるよう支援し、

課

福祉の増進を図ること

款

ができた。

(できたこ

項

と)

　事務手続きの煩

目

雑さを考慮し、本人に

担

負担の少ない手続きを

当

検討する必要がある。

係

課題

(できなか 

 っ

障

たこと)

指標名称（単

害

位）
実績値 目標値

２２

福

年度 ２３年度 ２４年度

祉

２５年度 ２７年度

活動

係

交付件数（件） 163

3

171 180 189
指

1

標
 

指標
　法律に基づ

2

き行う事業であり各市共通
他市との
比較検証



年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 37,690 36,609 56,654 50,600 合計 56,653,919 円
扶助費 56,653,919 円

財
　
源

特定財源 25,051 26,920 26,296 37,946

一般財源 12,639 9,689 30,358 12,654

職員人件費　② 725 718 707 1,474

総事業費（①＋②） 38,415 37,327 57,361 52,074

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者自立支援医療給付費負
担金（国）

２６年度以降の事業費見込 0 障害者自立支援医療給付費負
担金（県）

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 障害児・者

　

福祉
施策体系

施策の内

刈

容 障害福祉サービスの

谷

充実

目
　
　
　
的

　機能

市

回復を図るために必要

事

となる医療（医

主
た
る

務

内
容

　身体障害者が身

事

体の機能回復を図るた

業

めに
療に要する費用）

評

の給付（支給）を行い

価

、 必要となる医療の給

シ

付を行う。
福祉の増進

ー

を図る。 ＜事業内容＞

ト

人工透析、心臓手術等

（

の医療扶助

位
置
づ
け

関

様

連計画 刈谷市障害者計

式

画、刈谷市障害福祉計

１

画

根拠法令 障害者の日

）

常生活及び社会生活を

会

総合的に支援するため

計

の法律

対象者 身体障害

名

者 事業期間 平成１８年

担

度 ～

実施方法 ■直営　

当

□委託　□指定管理　

部

□補助・助成　□その

福

他

祉健康部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実

更

　
績

２２年度実績 ２３

生

年度実績 ２４年度実績

医

２５年度計画

支給件数

療

　234件 支給件数　

費

229件 支給件数　2

支

29件 支給件数　26

給

3件

　機能回復を図る

事

ために必要となる医療

業

費の給付を行うことに

担

より、障害者等が自立

当

した日常生活、社会生

課

活を送ること

成果 がで

障

きるよう支援し、福祉

害

の増進を図ることがで

福

きた。

(できたこと)

祉

　申請手続、事務の簡

課

素化が課題である。
課

款

題

(できなか 

 った

項

こと)

指標名称（単位

目

）
実績値 目標値

２２年

担

度 ２３年度 ２４年度 ２

当

５年度 ２７年度

活動 支

係

給件数（件） 234 2

障

29 229 263
指標

害

 
指標

　法律に基づき

福

行う事業であり各市共

祉

通
他市との
比較検証

係

3 1 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５



課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 延利用人数（人） 1,674 1,874 1,898 2,158
指標

 
指標

　法律、省令に基づき行う補助事業であり概ね各市同様である。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 48,538 56,387 60,670 69,016 合計 60,669,924 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 24,209 27,543 30,309 30,030 交付金 46,000 円
扶助費 60,623,924 円

一般財源 24,329 28,844 30,361 38,986

職員人件費　② 1,812 2,512 2,476 3,685

総事業費（①＋②） 50,350 58,899 63,146 72,701

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事

Ｄ

業費 0 障害者地域生活

　

支援事業補助
金（国）

　

２６年度以降の事業費

　

見込 0 障害者地域生活

Ｏ

支援事業補助
金（県）

　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 福祉安全

度

基本施策 障害児・者福

　

祉
施策体系

施策の内容

刈

障害福祉サービスの充

谷

実

目
　
　
　
的

　地域生

市

活支援事業に係るサー

事

ビス費を支給

主
た
る
内

務

容

　刈谷市が要綱に基

事

づいて実施する地域生

業

活
することにより、障

評

害者の自立した生活を

価

支 支援事業のサービス

シ

費を給付する。
援し、

ー

障害者の福祉の増進を

ト

図る。 ＜事業内容＞
　

（

　　 移動支援、日中一

様

時支援、地域活動支援

式

セン
ター、生活サポー

１

ト、移動入浴、レスパ

）

イト
事業

位
置
づ
け

関連

会

計画 刈谷市障害者計画

計

、刈谷市障害福祉計画

名

根拠法令 刈谷市地域生

担

活支援事業実施要綱

対

当

象者 障害者 事業期間 平

部

成１８年度 ～

実施方法

福

■直営　□委託　□指

祉

定管理　□補助・助成

健

　□その他

康部

一般会計
地域

Ｂ
　
事

生

　
業
　
実
　
績

２２年度

活

実績 ２３年度実績 ２４

支

年度実績 ２５年度計画

援

移動支援　947人 移

事

動支援　1,071人

業

移動支援　1,083

担

人 移動支援　1,23

当

4人
日中一時　557

課

人 日中一時　634人

障

日中一時　635人 日

害

中一時　636人
地域

福

活動支援センター　1

祉

15人地域活動支援セ

課

ンター　102人地域

款

活動支援センター　8

項

4人 地域活動支援セン

目

ター　80人
生活サポ

担

ート　19人 生活サポ

当

ート　36人 生活サポ

係

ート　28人 生活サポ

障

ート　30人
移動入浴

害

　36人 移動入浴　3

福

1人 移動入浴　68人

祉

移動入浴　178人

　

係

地域生活支援事業に係

3

るサービス費を支給す

1

ることにより、障害者

2

が自立した日常生活、社会生活を送ることができる

成果 よう支援し、福祉の増進を図ることができた。

(できたこと)

　障害者数の増大、サービスの普及により市の財政への負担が年々増加している。



講座 
　6人 　10人 　2人 　10人

　聴覚障害者に対し、手話通訳・要約筆記者を設置・派遣することで、市役所窓口や通院、学校行事への参加など必要な

成果 コミュニケーション支援を行った。また、奉仕員養成講座を開催し、地域における手話通訳者・要約筆記者の育成や聴覚

(できたこと) 障害への理解促進し、福祉の増進を図ることができた。

　手話通訳者、要約筆記者の育成とともに、多様化するニーズに合わせるため、派遣範囲の拡大を検討する必要がある。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 手話奉仕員養成講座参加者数（人） 18 18 9 30
指標
活動 要約筆記奉仕員養成講座参加者数（人） 6 6 2 10
指標

　手話通訳設置状況　平成24年度　刈谷市　週5日7.75時間　 西尾市　週5日7時間
他市との 　　　　　　　　　　　　　　　　碧南市　週1日3時間　　　知立市　週2日3時間
比較検証 　　　　　　　　　　　　　　　　安城市　週5日7.75時間　 高浜市　週1日3時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

　

ス
　
ト

単位：千円
２２

∧

年度 ２３年度 ２４年度

　

２５年度 ２４年度

（決

　

算） （決算） （決算）

実

（予算） 事業費内訳

事

　

業費　① 2,301 2

　

,520 3,252 3

施

,348 合計 3,25

　

2,071 円
賃金 2

　

,045,852 円

∨

財
　
源

特定財源 1,198 1,249 1,635 1,674 報償費 692,250 円
役務費 15,552 円

一般財源 1,103 1,271 1,617 1,674 委託料 498,417 円

職員人件費　② 1,450 1,436 1,061 1,474

総事業費（①＋②） 3,751 3,956 4,313 4,822

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（国）

２６年度以降の事業費見込 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（県）

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 障害児・者

　

福祉
施策体系

施策の内

刈

容 社会参加と自立支援

谷

目
　
　
　
的

　手話通訳

市

者等を派遣することに

事

より、障害

主
た
る
内
容

務

①市役所窓口に手話通

事

訳者を設置
者の自立し

業

た生活を支援し、障害

評

者の福祉の ②聴覚障害

価

者に対し社会生活上、

シ

必要不可欠
増進を図る

ー

。 な用務を行う場また

ト

社会参加に資すると認

（

め
られる会議や催事に

様

参加する場合等に手話

式

通
訳者、要約筆記者を

１

派遣する。
③手話奉仕

）

員養成講座、要約筆記

会

奉仕員養成
講座を開催

計

     　  　

位

名

置
づ
け

関連計画 刈谷市

担

障害者計画、刈谷市障

当

害福祉計画

根拠法令 刈

部

谷市手話通訳者等派遣

福

事業実施要綱

対象者 聴

祉

覚障害者 事業期間 平成

健

１３年度 ～

実施方法 ■

康

直営　■委託　□指定

部

管理　□補助・助成　

一

□その他

般会計
手話通訳等

Ｂ
　
事
　

派

業
　
実
　
績

２２年度実

遣

績 ２３年度実績 ２４年

事

度実績 ２５年度計画

①

業

手話通訳者設置事業　

担

①手話通訳者設置事業

当

　 ①手話通訳者設置事

課

業　 ①手話通訳者設置

障

事業　
　465件 　4

害

85件 　847件 　7

福

32件
②手話通訳者派

祉

遣事業　 ②手話通訳者

課

派遣事業　 ②手話通訳

款

者派遣事業　 ②手話通

項

訳者派遣事業　
　12

目

2件 　130件 　18

担

0件 　178件
　要約

当

筆記者派遣事業　　 　

係

要約筆記者派遣事業　

障

　要約筆記者派遣事業

害

　　 　要約筆記者派遣

福

事業　　
　4件 　7件

祉

　11件 　12件
③手

係

話奉仕員養成講座 　

3

③手話奉仕員養成講座

1

　 ③手話奉仕員養成

2

講座　 ③手話奉仕員養成講座　 
　18人 　18人 　9人 　30人
　要約筆記奉仕員養成講座　 　要約筆記奉仕員養成講座 　要約筆記奉仕員養成講座 　要約筆記奉仕員養成



値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 支給件数（件） 1,605 1,617 1,786 1,885
指標

 
指標

　他市でも同様の事業を実施しており、支給品目等も概ね同様であるが、市によっては独自の品目を設け支
他市との 給している。刈谷市でも人工内耳スピーチプロセッサーの買替えや人工内耳用電池の購入費用の支給を碧海
比較検証 5市の中で独自の取り組みとして行っている。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 19,752 18,143 19,542 21,397 合計 19,542,091 円
扶助費 19,542,091 円

財
　
源

特定財源 9,738 8,874 9,162 9,649

一般財源 10,014 9,269 10,380 11,748

職員人件費　② 725 1,436 2,122 1,474

総事業費（①＋②） 20,477 19,579 21,664 22,871

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４

Ｄ

年度迄の累積事業費 0

　

障害者地域生活支援事

　

業費補
助金（国）

２６

　

年度以降の事業費見込

Ｏ

0 障害者地域生活支援

　

事業費補
助金（県）

　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

５

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 福

度

祉安全

基本施策 障害児

　

・者福祉
施策体系

施策

刈

の内容 障害福祉サービ

谷

スの充実

目
　
　
　
的

　

市

日常生活用具費等を支

事

給することにより、

主

務

た
る
内
容

　障害者等に

事

日常生活用具費等を支

業

給する。
障害者の自立

評

した生活を支援し、障

価

害者の福 また、同月内

シ

に補装具自己負担額と

ー

日常生活
祉の増進を図

ト

る。 用具自己負担額合

（

計が月額負担上限額を

様

超え
た場合、超過分を

式

償還する。 
＜事業内

１

容＞
日常生活用具費（

）

難病含む）、住宅改修

会

費、
情報・通信支援用

計

具費、高額日常生活用

名

具費

位
置
づ
け

関連計画

担

刈谷市障害者計画、刈

当

谷市障害福祉計画

根拠

部

法令 刈谷市日常生活用

福

具費支給事業実施要綱

祉

対象者 障害者 事業期間

健

平成１８年度 ～

実施方

康

法 ■直営　□委託　□

部

指定管理　□補助・助

一

成　□その他

般会計
日常生活用

Ｂ
　

具

事
　
業
　
実
　
績

２２年

費

度実績 ２３年度実績 ２

支

４年度実績 ２５年度計

給

画

日常生活用具 1,

事

598件 日常生活用具

業

 1,613件 日常生

担

活用具 1,776件

当

日常生活用具 1,8

課

73件
住宅改修 6件

障

住宅改修 2件 住宅改

害

修 7件 住宅改修 1

福

0件
情報・通信支援用

祉

具 1件 情報・通信支

課

援用具 2件 情報・通

款

信支援用具 3件 情報

項

・通信支援用具 2件

目

高額日常生活用具 1

担

件
小児慢性特定疾患児

当

日常生活
用具 2件

　

係

法律改正により難病患

障

者が障害福祉サービス

害

の範囲に加わったこと

福

に伴い、日常生活用具

祉

についても支給対象に

係

加える

成果 ことで福祉

3

の増進を図ることがで

1

きた。

(できたこと)

2

　どこまで支給を認めていくかは近隣市とともに調整を行っていく必要がある。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績



ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 233 126 106 0 合計 106,090 円
扶助費 106,090 円

財
　
源

特定財源 114 63 55 0

一般財源 119 63 51 0

職員人件費　② 725 359 707 0

総事業費（①＋②） 958 485 813 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（国）

２６年度以降の事業費見込 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（県）

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 障害児・者

　

福祉
施策体系

施策の内

刈

容 社会参加と自立支援

谷

目
　
　
　
的

　障害者の

市

就労を支援することに

事

より、障害

主
た
る
内
容

務

　就労移行支援事業、

事

自立訓練事業を利用し

業

者の自立した生活を支

評

援し、障害者の福祉の

価

ている者及び身体障害

シ

者援護施設に入所・通

ー

増進を図る。 所してい

ト

る者に更生訓練費（訓

（

練を受けるた
めに必要

様

な消耗品等に係る経費

式

及び交通費）
を支給す

１

る。

位
置
づ
け

関連計画

）

刈谷市障害者計画、刈

会

谷市障害福祉計画

根拠

計

法令 刈谷市更生訓練費

名

給付事業実施要綱

対象

担

者 障害者 事業期間 平成

当

１８年度 ～

実施方法 ■

部

直営　□委託　□指定

福

管理　□補助・助成　

祉

□その他

健康部

一般会計
更

Ｂ
　
事
　

生

業
　
実
　
績

２２年度実

訓

績 ２３年度実績 ２４年

練

度実績 ２５年度計画

支

費

給人数　4人 支給人数

給

　2人 支給人数　2人

付

障害者就労支援事業へ

事

移行

　必要な訓練を実

業

施することにより、障

担

害者の社会復帰と自立

当

を促進し、福祉の増進

課

を図ることができた。

障

成果

(できたこと)

　

害

更生訓練費の給付を受

福

けたものが、一般就労

祉

に繋がるところまでの

課

体制作りを検討する必

款

要がある。
課題

(でき

項

なか 

 ったこと)

指

目

標名称（単位）
実績値

担

目標値

２２年度 ２３年

当

度 ２４年度 ２５年度 ２

係

７年度

活動 支給人数（

障

人） 4 2 2 －
指標

 
指

害

標
　県や国の補助金交

福

付要綱に基づく事業で

祉

あるが、近隣市の中で

係

は西尾市は実施してい

3

ない。
他市との
比較検

1

証

2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　



用具費自己
他市との 負担分のデータを連動させて申請時に月額負担上限額を超過しないように市がある。また、市によっては、
比較検証 本事業のような取り組みを行っていないところもある。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 23 0 0 0 合計 0 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 23 0 0 0

職員人件費　② 362 718 354 0

総事業費（①＋②） 385 718 354 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

５

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 福祉安全

基本施策 障

　

害児・者福祉
施策体系

刈

施策の内容 障害福祉サ

谷

ービスの充実

目
　
　
　

市

的

　高額日常生活用具

事

費を支給することによ

務

り

主
た
る
内
容

　同月内

事

に補装具自己負担額と

業

日常生活用具
、障害者

評

の自立した生活を支援

価

し、障害者の 自己負担

シ

額の合計が月額負担上

ー

限額を超えた
福祉の増

ト

進を図る。 場合に超過

（

分を償還する。

位
置
づ

様

け

関連計画 刈谷市障害

式

者計画、刈谷市障害福

１

祉計画

根拠法令 刈谷市

）

日常生活用具費支給事

会

業実地要綱

対象者 障害

計

者 事業期間 平成１８年

名

度 ～

実施方法 ■直営　

担

□委託　□指定管理　

当

□補助・助成　□その

部

他

福祉健康部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　
実

計

　
績

２２年度実績 ２３

高

年度実績 ２４年度実績

額

２５年度計画

償還件数

日

　1件 償還件数　0件

常

償還件数　0件 （日常

生

生活用具費支給事業へ

活

移行）       

用

          

具

    
      

費

          

支

          

給

 
         

事

          

業

        
  

担

　　―――――――

　

当

補装具費自己負担額と

課

日常生活用具費自己負

障

担額の合計が月額負担

害

上限額を超えた場合、

福

超過分を償還すること

祉

により

成果 、障害者及

課

びその家族等が自立し

款

た日常生活、社会生活

項

を送ることができるよ

目

う支援し、福祉の増進

担

を図ることが出来た

(

当

できたこと) 。

　事務

係

の簡素化が課題である

障

。
課題

(できなか 

 

害

ったこと)

指標名称（

福

単位）
実績値 目標値

２

祉

２年度 ２３年度 ２４年

係

度 ２５年度 ２７年度

活

3

動 償還件数（件） 1 0

1

0 ― ―
指標

指標
　事務

2

手続きについては、本市と同様な手続きを行っている市や補装具費自己負担分と日常生活



算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 360 360 270 360 合計 270,000 円
委託料 270,000 円

財
　
源

特定財源 191 181 140 180

一般財源 169 179 130 180

職員人件費　② 725 718 707 737

総事業費（①＋②） 1,085 1,078 977 1,097

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（国）

２６年度以降の事業費見込 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（県）

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

５

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 福

度

祉安全

基本施策 障害児

　

・者福祉
施策体系

施策

刈

の内容 社会参加と自立

谷

支援

目
　
　
　
的

　雇用

市

の促進と職場への定着

事

性を高め、障害

主
た
る

務

内
容

　知的障害者を預

事

かり、生活訓練及び就

業

労支
者の自立した生活

評

を支援し、障害者の福

価

祉の 援をする職親に対

シ

し、援護委託する。
増

ー

進を図る。

位
置
づ
け

関

ト

連計画 刈谷市障害者計

（

画、刈谷市障害福祉計

様

画

根拠法令 刈谷市知的

式

障害者職親委託事業実

１

施要綱

対象者 知的障害

）

者職親 事業期間 平成１

会

８年度 ～

実施方法 □直

計

営　■委託　□指定管

名

理　□補助・助成　□

担

その他

当部 福祉健康部

一

Ｂ
　
事
　
業

般

　
実
　
績

２２年度実績

会

２３年度実績 ２４年度

計

実績 ２５年度計画

利用

知

者　1人 利用者　1人

的

利用者　1人 利用者　

障

1人

　知的障害者を預

害

かる職親を援護委託す

者

ることにより、知的障

職

害者が自立した日常生

親

活、社会生活を送るこ

委

とができるよ

成果 う支

託

援し、福祉の増進を図

事

ることができた。

(で

業

きたこと)

　年度途中

担

に利用者がいなくなっ

当

たため、今後制度の周

課

知を図っていく必要が

障

ある。
課題

(できなか

害

 

 ったこと)

指標名

福

称（単位）
実績値 目標

祉

値

２２年度 ２３年度 ２

課

４年度 ２５年度 ２７年

款

度

活動 利用者（人） 1

項

1 1 1
指標

 
指標

　県

目

の補助金交付要綱に基

担

づく事業であり、近隣

当

市も同内容で実施して

係

いる。  
他市との
比

障

較検証

害福祉係

3 1 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 36 252 144 0 合計 144,000 円
扶助費 144,000 円

財
　
源

特定財源 19 126 75 0

一般財源 17 126 69 0

職員人件費　② 0 359 354 0

総事業費（①＋②） 36 611 498 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（国）

２６年度以降の事業費見込 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（県）

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

５

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 福祉安全

基本施

　

策 障害児・者福祉
施策

刈

体系
施策の内容 社会参

谷

加と自立支援

目
　
　
　

市

的

　施設入所者などに

事

就職支度金を給付する

務

こ

主
た
る
内
容

　就労移

事

行支援事業、自立訓練

業

事業等を利用
とにより

評

、障害者の自立した生

価

活を支援し、 している

シ

者が、就労等により自

ー

立する場合に
障害者の

ト

福祉の増進を図る。 、

（

就職支度金を支給する

様

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

式

谷市障害者計画、刈谷

１

市障害福祉計画

根拠法

）

令 刈谷市施設入所者等

会

就職支度金給付事業実

計

施要綱

対象者 障害者 事

名

業期間 平成１８年度 ～

担

実施方法 ■直営　□委

当

託　□指定管理　□補

部

助・助成　□その他

福祉健康部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

施

２２年度実績 ２３年度

設

実績 ２４年度実績 ２５

入

年度計画

支給件数　1

所

件 支給件数　7件 支給

者

件数　4件 （障害者就

等

労支援事業に移行
）
　

就

　　―――――――

　

職

障害者が就労する際に

支

就職支度金を支給する

度

ことにより、障害者が

金

社会生活を送るうえで

給

必要な物品の調達を支

付

援し、

成果 福祉の増進

事

を図ることができた。

業

(できたこと)

　就労

担

に対する支援にはなっ

当

ているが、継続して就

課

労することへの支援に

障

繋げる方法を検討する

害

必要がある。
課題

(で

福

きなか 

 ったこと)

祉

指標名称（単位）
実績

課

値 目標値

２２年度 ２３

款

年度 ２４年度 ２５年度

項

２７年度

活動 支給件数

目

（件） 1 7 4 ―
指標

指

担

標
　県や国の補助金交

当

付要綱に基づく事業で

係

あるが、近隣市の中で

障

は刈谷市のみ実施して

害

いる。
他市との
比較検

福

証

祉係

3 1 2



予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 0 587 合計 0 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 293

一般財源 0 0 0 294

職員人件費　② 0 359 354 368

総事業費（①＋②） 0 359 354 955

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（国）

２６年度以降の事業費見込 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（県）

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

５

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

年

　
概
　
要

総合計画
分野

度

福祉安全

基本施策 障害

　

児・者福祉
施策体系

施

刈

策の内容 社会参加と自

谷

立支援

目
　
　
　
的

　成

市

年後見制度の利用を支

事

援することにより

主
た

務

る
内
容

　知的・精神障

事

害者で身寄りの無い判

業

断能力
、障害者の自立

評

した生活を支援し、障

価

害者の の不十分な障害

シ

者に対し、市長が行う

ー

家庭裁
福祉の増進を図

ト

る。 判所への申立てに

（

要する経費
＜事業内容

様

＞
成年後見人報酬、精

式

神鑑定費用、登記手数

１

料
他

位
置
づ
け

関連計画

）

刈谷市障害者計画、刈

会

谷市障害福祉計画

根拠

計

法令 知的障害者福祉法

名

、精神保健及び精神障

担

害者福祉に関する法律

当

対象者 知的・精神障害

部

者 事業期間 平成１７年

福

度 ～

実施方法 ■直営　

祉

□委託　□指定管理　

健

□補助・助成　□その

康

他

部

一般会計
成年後

Ｂ
　
事
　
業
　
実

見

　
績

２２年度実績 ２３

制

年度実績 ２４年度実績

度

２５年度計画

利用件数

利

　0件 利用件数　0件

用

利用件数　0件 利用件

支

数　1件

　利用実績な

援

し

成果

(できたこと)

事

　制度利用の実績はな

業

いが、保護者の高齢化

担

や障害者の長寿化に伴

当

い、成年後見を必要と

課

する障害者の増加が見

障

込まれて
課題

いる。
(

害

できなか 

 ったこと

福

)

指標名称（単位）
実

祉

績値 目標値

２２年度 ２

課

３年度 ２４年度 ２５年

款

度 ２７年度

活動  利用

項

件数（件） 0 0 0 1
指

目

標
 

指標
　法律に基づ

担

き行う事業であり各市

当

共通
他市との
比較検証

係 障害福祉係

3 1 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 100 385 0 400 合計 0 円

財
　
源

特定財源 53 193 0 200

一般財源 47 192 0 200

職員人件費　② 362 718 707 737

総事業費（①＋②） 462 1,103 707 1,137

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（国）

２６年度以降の事業費見込 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（県）

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

５

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 福祉安全

基本施策

　

障害児・者福祉
施策体

刈

系
施策の内容 社会参加

谷

と自立支援

目
　
　
　
的

市

　自動車運転免許取得

事

費を支給することによ

務

主
た
る
内
容

　身体障害

事

者が就労等に伴い普通

業

自動車免許
り、障害者

評

の自立した生活を支援

価

し、障害者 の取得に要

シ

した経費の一部を助成

ー

する。
の福祉の増進を

ト

図る。 ＜事業内容＞
普

（

通運転免許取得に係る

様

経費の一部助成
取得に

式

要した経費の2/3以

１

内
限度額　10万円

位

）

置
づ
け

関連計画 刈谷市

会

障害者計画、刈谷市障

計

害福祉計画

根拠法令 刈

名

谷市身体障害者自動車

担

運転免許取得費支給事

当

業実施要綱

対象者 身体

部

障害者 事業期間 平成１

福

９年度 ～

実施方法 ■直

祉

営　□委託　□指定管

健

理　□補助・助成　□

康

その他

部

一般会計
自動車

Ｂ
　
事
　
業

運

　
実
　
績

２２年度実績

転

２３年度実績 ２４年度

免

実績 ２５年度計画

支給

許

件数　1件 支給件数　

取

4件 支給件数　0件 支

得

給件数　4件

　刈谷市

費

自動車学校に事業案内

支

をしたところ、障害者

給

の免許取得時に制度の

事

告知をしてもらえるよ

業

うになり、障害者の就

担

成果 労意欲の向上と自

当

立を促進し、福祉の増

課

進を図ることができた

障

。

(できたこと)

　制

害

度の周知を継続して行

福

っていく必要がある。

祉

課題

(できなか 

 っ

課

たこと)

指標名称（単

款

位）
実績値 目標値

２２

項

年度 ２３年度 ２４年度

目

２５年度 ２７年度

活動

担

支給件数（件） 1 4 0

当

4
指標

 
指標

　県の補

係

助金交付要綱に基づく

障

事業であり、近隣市も

害

同内容で実施している

福

。 
他市との
比較検証

祉係

3 1 2



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 642 841 1,375 1,000 合計 1,374,690 円
扶助費 1,374,690 円

財
　
源

特定財源 341 63 714 500

一般財源 301 778 661 500

職員人件費　② 1,087 718 707 737

総事業費（①＋②） 1,729 1,559 2,082 1,737

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（国）

２６年度以降の事業費見込 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（県）

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

５

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 福祉

度

安全

基本施策 障害児・

　

者福祉
施策体系

施策の

刈

内容 社会参加と自立支

谷

援

目
　
　
　
的

　自動車

市

改造費を支給すること

事

により、障害

主
た
る
内

務

容

　身体障害者が就労

事

等のために自ら運転す

業

る
者の自立した生活を

評

支援し、障害者の福祉

価

の 自動車を改造する場

シ

合又は重度身体障害者

ー

の
増進を図る。 介護者

ト

が主に当該身体障害者

（

の移動のために
使用す

様

る自動車を改造し、若

式

しくは購入する
場合に

１

、その改造又は購入に

）

要する経費の一
部を支

会

給する。

位
置
づ
け

関連

計

計画 刈谷市障害者計画

名

、刈谷市障害福祉計画

担

根拠法令 刈谷市身体障

当

害者自動車改造費支給

部

事業実施要綱

対象者 身

福

体障害者及びその家族

祉

等 事業期間 平成１８年

健

度 ～

実施方法 ■直営　

康

□委託　□指定管理　

部

□補助・助成　□その

一

他

般会計
自動車改造

Ｂ
　
事
　
業
　
実

費

　
績

２２年度実績 ２３

支

年度実績 ２４年度実績

給

２５年度計画

支給件数

事

　7件 支給件数　9件

業

支給件数　16件 支給

担

件数　10件

　自動車

当

改造費を支給すること

課

により身体障害者の自

障

立した生活を支援し社

害

会参加の促進を図るこ

福

とができた。

成果

(で

祉

きたこと)

　平成23

課

年度より支給対象を本

款

人のみから、本人と介

項

護者に拡大したが、介

目

護者からの申請の実績

担

がなく、更なる制度の

当

課題
周知が必要である

係

。
(できなか 

 った

障

こと)

指標名称（単位

害

）
実績値 目標値

２２年

福

度 ２３年度 ２４年度 ２

祉

５年度 ２７年度

活動 本

係

人所有支給件数（件）

3

7 9 16 5
指標
活動 家

1

族所有支給件数（件）

2

― 0 0 5
指標

　県の補助金交付要綱に基づく事業であり、近隣市も同内容で実施している。 
他市との
比較検証



進を図ることがで

成果 きた。

(できたこと)

　心身障害者扶助料については、市単独の手当であり、障害者の増加に伴い、手当支給額も増加し、市財政への負担も重
課題

くなってきている。今後の手当総額の伸びによっては、支給内容の見直しが必要になる可能性もある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 支給件数（件） 5,800 6,110 6,187 6,469
指標

 
指標

　心身障害者扶助料については、若干の金額の違いはあるものの、近隣各市も同様に実施している。
他市との 難病疾患見舞金については、近隣で実施していない市もある。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 244,055 252,361 261,380 274,192 合計 261,379,910 円
扶助費 261,379,

Ｄ

910 円

財
　
源

特定

　

財源 32,762 35

　

,401 37,161

　

41,187

一般財源

Ｏ

211,293 216

　

,960 224,21

　

9 233,005

職員

∧

人件費　② 2,537

　

2,512 2,476

　

4,053

総事業費（

実

①＋②） 246,59

　

2 254,873 26

　

3,856 278,2

施

45

建
設
事
業

全体事業

　

費（単位：千円） 0 ２

　

４年度特定財源名称

２

∨

４年度迄の累積事業費 0 特別障害者手当等負担金
特別障害者手当等事業費補助

２６年度以降の事業費見込 0 金

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

５

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 福祉安全

基

度

本施策 障害児・者福祉

　

施策体系
施策の内容 障

刈

害福祉サービスの充実

谷

目
　
　
　
的

　各種の手

市

当等を支給することに

事

より、障害

主
た
る
内
容

務

　心身障害者扶助料、

事

特別障害者手当、障害

業

者の自立した生活を支

評

援し、障害者の福祉の

価

児福祉手当、経過的福

シ

祉手当、難病疾患見舞

ー

増進を図る。 金、在日

ト

外国人特別給付金を支

（

給する。

位
置
づ
け

関連

様

計画 刈谷市障害者計画

式

、刈谷市障害福祉計画

１

根拠法令 特別児童扶養

）

手当等の支給に関する

会

法律、刈谷市心身障害

計

者扶助料支給条例

対象

名

者 障害者、難病患者 事

担

業期間 昭和３９年度 ～

当

実施方法 ■直営　□委

部

託　□指定管理　□補

福

助・助成　□その他

祉健康部

一般会計
手

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

当

２２年度実績 ２３年度

等

実績 ２４年度実績 ２５

給

年度計画

特別障害者手

付

当　　　 87人 特別

事

障害者手当　　　 9

業

6人 特別障害者手当　

担

　　103人 特別障害

当

者手当　　　109人

課

障害児福祉手当   

障

    67人 障害児

害

福祉手当　　　 65

福

人 障害児福祉手当　　

祉

　 68人 障害児福祉

課

手当　　　 79人
経

款

過的福祉手当    

項

    7人 経過的福

目

祉手当       

担

 7人 経過的福祉手当

当

        7人

係

経過的福祉手当   

障

     6人
心身障

害

害者扶助料　5,03

福

8人 心身障害者扶助料

祉

　5,311人 心身障

係

害者扶助料　5,34

3

1人 心身障害者扶助料

1

　5,564人
難病疾

2

患見舞金　　　601人 難病疾患見舞金　　　631人 難病疾患見舞金　　　668人 難病疾患見舞金　　　711人
　

　各種手当を支給し、経済的支援をすることにより、障害者の自立した生活を支援し、障害者福祉の増



り、日常生活用具費支
他市との 給事業にて支給することとなったが、どこまでを認めているかは各市によってことなるところがある。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 94 34 0 合計 34,400 円
扶助費 34,400 円

財
　
源

特定財源 0 70 17 0

一般財源 0 24 17 0

職員人件費　② 362 718 707 0

総事業費（①＋②） 362 812 741 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 難病患者等居宅生活支援事業
補助金

２６年度以降の事業費見込 0 小児慢性特定疾患日常生活用
具給付事業補助金

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

５

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 福祉安全

基本施

　

策 障害児・者福祉
施策

刈

体系
施策の内容 障害福

谷

祉サービスの充実

目
　

市

　
　
的

　難病患者等に

事

日常生活用具を給付す

務

ること

主
た
る
内
容

　在

事

宅の難病患者に対し、

業

日常生活用具を給
によ

評

り、難病患者等の自立

価

した生活を支援し 付す

シ

る。（特殊寝台等の給

ー

付）
、障害者の福祉の

ト

増進を図る。

位
置
づ
け

（

関連計画 刈谷市障害者

様

計画、刈谷市障害福祉

式

計画

根拠法令 難病特別

１

対策推進事業実施要綱

）

、小児慢性特定疾病児

会

日常生活用具給付事業

計

実施要綱

対象者 難病患

名

者、小児慢性特定疾病

担

児 事業期間 平成１８年

当

度 ～

実施方法 ■直営　

部

□委託　□指定管理　

福

□補助・助成　□その

祉

他

健康部

一般会計
難

Ｂ
　
事
　
業
　
実

病

　
績

２２年度実績 ２３

患

年度実績 ２４年度実績

者

２５年度計画

難病患者

等

等日常生活用具　0件

日

難病患者等日常生活用

常

具　4件難病患者等日

生

常生活用具　0件日常

活

生活用具費支給事業へ

用

移
小児慢性特定疾病児

具

日常生活 小児慢性特定

給

疾病児日常生活 小児慢

付

性特定疾病児日常生活

事

行
用具　0件 用具　0

業

件 用具　1件

　難病患

担

者の日常生活に必要な

当

用具購入に対し経済的

課

負担の軽減をすること

障

により、福祉の増進を

害

図ることができた。

成

福

果

(できたこと)

　他

祉

市との比較においてど

課

こまで調整を行ってい

款

く必要があるか引き続

項

き検討していく必要が

目

ある。
課題

(できなか

担

 

 ったこと)

指標名

当

称（単位）
実績値 目標

係

値

２２年度 ２３年度 ２

障

４年度 ２５年度 ２７年

害

度

活動 難病患者等支給

福

件数（件） 0 4 0 －
指

祉

標
活動 小児慢性支給件

係

数（件） 0 0 1 － 　
指

3

標
　平成25年度から

1

法律改正により難病患

2

者が障害福祉サービスの対象になることによ



２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 27 28 28 171 合計 27,720 円
委託料 27,720 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 27 28 28 171

職員人件費　② 362 718 354 368

総事業費（①＋②） 389 746 382 539

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

５

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

年

　
概
　
要

総合計画
分野

度

福祉安全

基本施策 障害

　

児・者福祉
施策体系

施

刈

策の内容 社会参加と自

谷

立支援

目
　
　
　
的

　緊

市

急通報機器の設置をと

事

おし、障害者の自

主
た

務

る
内
容

　緊急の場合、

事

ボタンひとつで緊急通

業

報委託
立した生活を支

評

援し、障害者の福祉の

価

増進を 業者へ連絡がと

シ

れ、看護師等の知識を

ー

持つ専
図る。 門スタッ

ト

フが24時間体制で適

（

切な対応を行う
。

位
置

様

づ
け

関連計画 刈谷市障

式

害者計画

根拠法令 刈谷

１

市緊急通報システム設

）

置事業実施要綱

対象者

会

重度身体障害者 事業期

計

間 平成１０年度 ～

実施

名

方法 ■直営　■委託　

担

□指定管理　□補助・

当

助成　□その他

部 福祉健康部

一般

Ｂ

会

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

計

年度実績 ２３年度実績

緊

２４年度実績 ２５年度

急

計画

設置件数　1件　

通

設置件数　1件 設置件

報

数　1件 設置工事　1

シ

件
設置数　　3件
撤去

ス

工事　1件

　障害者の

テ

日常生活の安全確保と

ム

不安を解消し、福祉の

整

増進を図ることができ

備

た。

成果

(できたこと

事

)

　申請条件が厳しい

業

ことによって利用者数

担

が少ないため、条件を

当

緩和し対象範囲の拡大

課

を検討する必要がある

障

。
課題

(できなか 

 

害

ったこと)

指標名称（

福

単位）
実績値 目標値

２

祉

２年度 ２３年度 ２４年

課

度 ２５年度 ２７年度

活

款

動 設置件数（件） 1 1

項

1 3
指標

 
指標

　本事

目

業について、高齢者に

担

対して実施している市

当

は多いが、障害者に対

係

して実施している市は

障

高齢者と比
他市との べ

害

て少ない。
比較検証

福祉係

3 1 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度



,273 2,069 4,792 0 合計 2,395,728 円
賃金 1,204,680 円

財
　
源

特定財源 605 1,006 951 0 旅費 8,730 円
需用費 30,303 円

一般財源 668 1,063 3,841 0 役務費 983,679 円
委託料 132,300 円

職員人件費　② 1,812 2,154 2,122 0 使用料及び賃借料 36,036 円

総事業費（①＋②） 3,085 4,223 6,914 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者自立支援事業費等補助
金（国）

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

５

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 福祉安全

基本

度

施策 障害児・者福祉
施

　

策体系
施策の内容 障害

刈

福祉サービスの充実

目

谷

　
　
　
的

　障害程度区

市

分の決定に必要な調査

事

を行うこ

主
た
る
内
容

　

務

障害程度区分認定調査

事

員により申請者の身
と

業

により、障害者の自立

評

した生活を支援し、 体

価

状況等を調査する。
障

シ

害者の福祉の増進を図

ー

る。

位
置
づ
け

関連計画

ト

刈谷市障害者計画

根拠

（

法令 障害者の日常生活

様

及び社会生活を総合的

式

に支援するための法律

１

対象者 障害者 事業期間

）

平成１８年度 ～

実施方

会

法 ■直営　■委託　□

計

指定管理　□補助・助

名

成　□その他

担当部 福祉健康部

Ｂ
　

一

事
　
業
　
実
　
績

２２年

般

度実績 ２３年度実績 ２

会

４年度実績 ２５年度計

計

画

調査件数　152件

認

調査件数　270件 調

定

査件数　234件 認定

調

審査会事業へ移行

　介

査

護給付サービス・訓練

事

等給付サービスの申請

業

に対して、聞き取り調

担

査を行い、福祉の増進

当

を図ることができた。

課

成果

(できたこと)

　

障

認定調査の聞き取りに

害

は経験と知識が必要と

福

されることから、調査

祉

員の能力向上に努めて

課

いく必要がある。
課題

款

(できなか 

 ったこ

項

と)

指標名称（単位）

目

実績値 目標値

２２年度

担

２３年度 ２４年度 ２５

当

年度 ２７年度

活動 調査

係

件数（件） 152 27

障

0 234 ―
指標

 
指標

害

　法律に基づき行う事

福

業であり各市共通
他市

祉

との
比較検証

係

3 1 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1



２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 0 47 合計 0 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 24

一般財源 0 0 0 23

職員人件費　② 362 718 354 368

総事業費（①＋②） 362 718 354 415

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 緊急市町村地震防災対策事業
費補助金（県）

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

５

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

年

　
概
　
要

総合計画
分野

度

福祉安全

基本施策 障害

　

児・者福祉
施策体系

施

刈

策の内容 社会参加と自

谷

立支援

目
　
　
　
的

　家

市

具転倒防止器具の取付

事

をとおし、障害者

主
た

務

る
内
容

　身体(1･2

事

級)、知的(Ａ判定)

業

、精神(1級)の
の自

評

立した生活を支援し、

価

障害者の福祉の増 手帳

シ

の交付を受けている者

ー

で、同居の者が手
進を

ト

図る。 帳の交付を受け

（

ていない18歳以上6

様

5歳未満の
者のいない

式

災害時要援護世帯に家

１

具転倒防止
の器具を取

）

り付ける。

位
置
づ
け

関

会

連計画 刈谷市障害者計

計

画

根拠法令 愛知県緊急

名

市町村地震防災対策事

担

業費補助金交付要綱

対

当

象者 障害者 事業期間 平

部

成１８年度 ～

実施方法

福

■直営　■委託　□指

祉

定管理　□補助・助成

健

　□その他

康部

一般会計
家具

Ｂ
　
事

転

　
業
　
実
　
績

２２年度

倒

実績 ２３年度実績 ２４

防

年度実績 ２５年度計画

止

取付件数　0件 取付件

器

数　0件 取付件数　0

具

件 取付件数　5件

　利

取

用実績なし

成果

(でき

付

たこと)

　利用実績が

事

ないため、対象範囲や

業

条件などを見直し、制

担

度の周知や利用促進を

当

検討する必要がある。

課

課題

(できなか 

 っ

障

たこと)

指標名称（単

害

位）
実績値 目標値

２２

福

年度 ２３年度 ２４年度

祉

２５年度 ２７年度

活動

課

取付件数（件） 0 0 0

款

5
指標

 
指標

　他市で

項

も本事業と同様な事業

目

を行っており、対象者

担

が市によって多少異な

当

るものの、事業内容に

係

ついては
他市との 大き

障

く違いは無い。
比較検

害

証

福祉係

3 1 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度



費内訳

事業費　① 96 0 562 2,783 合計 562,057 円
需用費 128,835 円

財
　
源

特定財源 46 0 1 1,355 使用料及び賃借料 433,222 円

一般財源 50 0 561 1,428

職員人件費　② 1,450 1,436 3,537 2,948

総事業費（①＋②） 1,546 1,436 4,099 5,731

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者自立支援事業費等補助
金（国）

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

５

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 福祉安全

基

度

本施策 障害児・者福祉

　

施策体系
施策の内容 障

刈

害福祉サービスの充実

谷

目
　
　
　
的

　障害程度

市

区分認定調査及び審査

事

会によって

主
た
る
内
容

務

　障害程度区分認定申

事

請に対し、身体状況等

業

、障害者の自立した生

評

活を支援し、障害者の

価

の調査を行い、月２回

シ

の認定審査会を開催し

ー

福祉の増進を図る。 、

ト

障害程度区分認定を行

（

う。

位
置
づ
け

関連計画

様

刈谷市障害者計画

根拠

式

法令 障害者の日常生活

１

及び社会生活を総合的

）

に支援するための法律

会

、刈谷市障害者総合支

計

援条例

対象者 障害者 事

名

業期間 平成１８年度 ～

担

実施方法 ■直営　□委

当

託　□指定管理　□補

部

助・助成　□その他

福祉健康部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

認

２２年度実績 ２３年度

定

実績 ２４年度実績 ２５

審

年度計画

審査会件数　

査

118件 審査会件数　

会

　155件 審査会件数

事

　　193件 審査会件

業

数　　144件

　新規

担

申請、更新申請、区分

当

変更申請について審査

課

し、区分を認定するこ

障

とができ、福祉の増進

害

を図ることができた。

福

成果

(できたこと)

　

祉

事務の簡素化を図る必

課

要がある。
課題

(でき

款

なか 

 ったこと)

指

項

標名称（単位）
実績値

目

目標値

２２年度 ２３年

担

度 ２４年度 ２５年度 ２

当

７年度

活動 審査件数（

係

件） 118 155 19

障

3 144
指標

 
指標

　

害

法律に基づき行う事業

福

であり各市共通
他市と

祉

の
比較検証

係

3 1 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 20,959 22,596 24,884 25,732 合計 24,883,600 円
需用費 381,150 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 扶助費 24,502,450 円

一般財源 20,959 22,596 24,884 25,732

職員人件費　② 725 1,077 1,061 1,842

総事業費（①＋②） 21,684 23,673 25,945 27,574

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

５

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 福祉

度

安全

基本施策 障害児・

　

者福祉
施策体系

施策の

刈

内容 社会参加と自立支

谷

援

目
　
　
　
的

　障害者

市

のタクシー利用に助成

事

を行うことに

主
た
る
内

務

容

　心身障害者がタク

事

シーを利用する場合、

業

料
より、障害者の自立

評

した生活を支援し、障

価

害 金の一部を助成する

シ

。
者の福祉の増進を図

ー

る。 ＜対象者＞　　
身

ト

体障害者手帳　1～3

（

級　　　　　
療育手帳

様

　Ａ・Ｂ判定
精神障害

式

者保健福祉手帳　1・

１

2級

位
置
づ
け

関連計画

）

刈谷市障害者計画

根拠

会

法令 刈谷市心身障害者

計

福祉タクシー料金助成

名

事業実施要綱

対象者 障

担

害者 事業期間 昭和６１

当

年度 ～

実施方法 ■直営

部

　□委託　□指定管理

福

　□補助・助成　□そ

祉

の他

健康部

一般会計
福

Ｂ
　
事
　
業
　

祉

実
　
績

２２年度実績 ２

タ

３年度実績 ２４年度実

ク

績 ２５年度計画

交付人

シ

数　1,364人 交付

ー

人数　1,436人 交

助

付人数　1,494人

成

交付人数　1,554

事

人

　移動が困難な障害

業

者に対して、タクシー

担

移動に係る費用の補助

当

し、福祉の増進を図る

課

ことができた。

成果

(

障

できたこと)

　タクシ

害

ー利用券について正し

福

い利用方法が事業所、

祉

利用者ともに正しく周

課

知されていないところ

款

があったため、様式及

項

課題
び取扱いについて

目

問題点を継続的に見直

担

す必要がある。
(でき

当

なか 

 ったこと)

指

係

標名称（単位）
実績値

障

目標値

２２年度 ２３年

害

度 ２４年度 ２５年度 ２

福

７年度

活動 交付人数（

祉

人） 1,364 1,4

係

36 1,494 1,5

3

54
指標

 
指標

　平成

1

24年度交付人数　碧

2

南市285人　安城市1,087人　知立市517人　高浜市193人　西尾市582人
他市との
比較検証



円
委託料 212,160 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 212 328

職員人件費　② 0 0 707 737

総事業費（①＋②） 0 0 919 1,065

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

５

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 福祉安全

基本

　

施策 障害児・者福祉
施

刈

策体系
施策の内容 社会

谷

参加と自立支援

目
　
　

市

　
的

　中途視覚障害者

事

の生活訓練を行うこと

務

によ

主
た
る
内
容

　中途

事

視覚障害者が自力で日

業

常生活を送れる
り障害

評

者の自立した生活を支

価

援し、障害者の ように

シ

自宅周辺の歩行訓練を

ー

行う。
福祉の増進を図

ト

る。

位
置
づ
け

関連計画

（

刈谷市障害者計画

根拠

様

法令 刈谷市中途視覚障

式

害者生活訓練士派遣要

１

綱

対象者 視覚障害者 事

）

業期間 平成２４年度 ～

会

実施方法 □直営　■委

計

託　□指定管理　□補

名

助・助成　□その他

担当部 福祉健康部

一

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

般

２２年度実績 ２３年度

会

実績 ２４年度実績 ２５

計

年度計画

　 　 訓練回数

中

　24回 訓練回数　2

途

4回
　 　
　 　
　 　
　　

視

　――――――― 　　

覚

　―――――――

　視

障

覚障害者の歩行訓練を

害

行うことにより、自立

者

した生活を支援し社会

生

参加の促進を図ること

活

ができた。

成果

(でき

訓

たこと)

　制度の周知

練

を行っていき、広く利

士

用されるようにしてい

派

く必要がある。
課題

(

遣

できなか 

 ったこと

事

)

指標名称（単位）
実

業

績値 目標値

２２年度 ２

担

３年度 ２４年度 ２５年

当

度 ２７年度

活動 訓練回

課

数（回） ― ― 24 24

障

指標

指標
本事業は、刈

害

谷市独自の事業である

福

。
他市との
比較検証

祉課

款 項 目 担当係 障

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

害

ト

単位：千円
２２年度

福

２３年度 ２４年度 ２５

祉

年度 ２４年度

（決算）

係

（決算） （決算） （予

3

算） 事業費内訳

事業費

1

　① 0 0 212 328

2

合計 212,160 



市民を対象とする
他市との 市がある。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 1,126 0 合計 1,125,965 円
需用費 827,715 円

財
　
源

特定財源 0 0 1,126 0 役務費 298,250 円

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 0 0 707 0

総事業費（①＋②） 0 0 1,833 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 介護基盤緊急整備等補助金（
県）

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

５

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 福祉安全

基本施策 障

　

害児・者福祉
施策体系

刈

施策の内容 社会参加と

谷

自立支援

目
　
　
　
的

　

市

緊急時に本人に代わり

事

重要な医療情報を医

主

務

た
る
内
容

　かかりつけ

事

医・持病などの医療情

業

報や緊急
療従事者に正

評

確かつ迅速に伝え、適

価

切な措置 連絡先を記載

シ

した「情報シート」や

ー

「健康保
が速やかに受

ト

けられるよう支援する

（

。 険証の写し」などを

様

専用の容器「救急医療

式

情
報キット」に入れ、

１

自宅の冷蔵庫等に保管

）

し
ておくことで、万一

会

の緊急時等に備える。

計

ま
た、市民全体に広報

名

を行い、地域見守り体

担

制
を構築する。

位
置
づ

当

け

関連計画 刈谷市障害

部

者計画

根拠法令

対象者

福

障害者 事業期間 平成２

祉

４年度 ～ 平成２４年度

健

実施方法 ■直営　□委

康

託　□指定管理　□補

部

助・助成　□その他

一般会計
救急医療情

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

報

２２年度実績 ２３年度

キ

実績 ２４年度実績 ２５

ッ

年度計画

　 　 配付数　

ト

899個 　
　 　 　
　 　

配

　
　 　 　
　　　―――

付

―――― 　　　―――

事

―――― 　　　―――

業

――――

　障害者等に

担

救急医療情報キットを

当

配付し、万が一の場合

課

に迅速な救急活動を受

障

けられるとともに、緊

害

急連絡先に連絡す

成果

福

ることができるよう支

祉

援できた。

(できたこ

課

と)

　今後、必要な人

款

に行き渡るよう周知啓

項

発するとともに、情報

目

シートに記載されてい

担

る内容を適切なものに

当

するよう支援
課題

する

係

必要がある。
(できな

障

か 

 ったこと)

指標

害

名称（単位）
実績値 目

福

標値

２２年度 ２３年度

祉

２４年度 ２５年度 ２７

係

年度

活動 救急医療情報

3

キット配付数（個） ―

1

― 899 ―
指標

指標
　

2

県内約3分の2の市で同様の事業を実施している。対象者は高齢者や障害者のみの市や全



３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 90 660 150 200 合計 150,000 円
報償費 150,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 90 660 150 200

職員人件費　② 725 718 707 737

総事業費（①＋②） 815 1,378 857 937

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 障害児・者

　

福祉
施策体系

施策の内

刈

容 社会参加と自立支援

谷

目
　
　
　
的

　スポーツ

市

大会に参加する障害者

事

を激励し、

主
た
る
内
容

務

　全国スポーツ大会等

事

に出場する障害者に激

業

障害者スポーツの振興

評

を図ることにより、障

価

励金を交付する。
害者

シ

の福祉の増進を図る。

ー

＜事業内容＞
パラリン

ト

ピック＝50,000

（

円
国際大会　　　＝2

様

0,000円
全国大会

式

　　　＝10,000

１

円

位
置
づ
け

関連計画 刈

）

谷市障害者計画

根拠法

会

令

対象者 障害者 事業期

計

間 平成２２年度 ～

実施

名

方法 ■直営　□委託　

担

□指定管理　□補助・

当

助成　□その他

部 福祉健康部

一般

Ｂ

会

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

計

年度実績 ２３年度実績

ス

２４年度実績 ２５年度

ポ

計画

全国大会　　9件

ー

全国大会　　14件 全

ツ

国大会　　　　13件

等

全国大会　　　　16

奨

件
国際大会　　 2件

励

国際大会　　　　 1

事

件 国際大会　　　　 

業

2件

　大会参加選手に

担

対する激励と障害者ス

当

ポーツの振興を図り、

課

福祉の増進を図ること

障

ができた。

成果

(でき

害

たこと)

　激励金を支

福

給するだけでなく、大

祉

会を通じて障害者が社

課

会参加や自立を促して

款

いく必要がある。
課題

項

(できなか 

 ったこ

目

と)

指標名称（単位）

担

実績値 目標値

２２年度

当

２３年度 ２４年度 ２５

係

年度 ２７年度

活動 奨励

障

金支給件数（件） 9 1

害

6 14 18
指標

 
指標

福

  本事業は、刈谷市

祉

独自の事業である。 

係

他市との
比較検証

3 1 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２



５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 450 450 450 450 合計 450,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 450,000 円

一般財源 450 450 450 450

職員人件費　② 0 359 354 368

総事業費（①＋②） 450 809 804 818

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

５

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 福祉安全

基本施策 障

　

害児・者福祉
施策体系

刈

施策の内容 社会参加と

谷

自立支援

目
　
　
　
的

　

市

知的障害者の生活訓練

事

に補助を行うことに

主

務

た
る
内
容

　知的障害者

事

の宿泊体験事業、日中

業

活動支援
より、障害者

評

の自立した生活を支援

価

し、障害 事業等に対し

シ

て補助を行う。
者の福

ー

祉の増進を図る。 ＜事

ト

業内容＞
『刈谷手をつ

（

なぐ育成会』
　ぴゅあ

様

クラブ
　日中活動支援

式

事業
　宿泊体験事業

位

１

置
づ
け

関連計画 刈谷市

）

障害者計画

根拠法令 刈

会

谷市補助金等交付規則

計

対象者 知的障害者団体

名

事業期間 平成２０年度

担

～

実施方法 □直営　□

当

委託　□指定管理　■

部

補助・助成　□その他

福祉健康部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

知

績

２２年度実績 ２３年

的

度実績 ２４年度実績 ２

障

５年度計画

補助金交付

害

補助金交付 補助金交付

者

補助金交付

　知的障害

生

者の自活能力を高める

活

ための生活訓練を実施

訓

したことにより、社会

練

自立のための基礎がで

補

き、また、休日にお

成

助

果 ける保護者の介護負

事

担の軽減をすることに

業

より、福祉の増進を図

担

ることができた。

(で

当

きたこと)

　事業の費

課

用対効果を常にチェッ

障

クしていく必要がある

害

。
課題

(できなか 

 

福

ったこと)

指標名称（

祉

単位）
実績値 目標値

２

課

２年度 ２３年度 ２４年

款

度 ２５年度 ２７年度

活

項

動  活動事業件数（件

目

） 14 14 14 14
指

担

標
 

指標
　本事業は、

当

刈谷市独自の事業であ

係

る。
他市との
比較検証

障害福祉係

3 1 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,009 2,529 1,848 3,325 合計 1,848,110 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 1,004 1,198 833 1,662 交付金 1,848,110 円

一般財源 1,005 1,331 1,015 1,663

職員人件費　② 1,087 1,077 1,061 737

総事業費（①＋②） 3,096 3,606 2,909 4,062

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者共同生活介護・共同生
活援助事業費補助金（県）

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

５

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 福祉安全

基本施

　

策 障害児・者福祉
施策

刈

体系
施策の内容 社会参

谷

加と自立支援

目
　
　
　

市

的

　グループホーム等

事

の運営を補助すること

務

に

主
た
る
内
容

　共同生

事

活介護事業所、共同生

業

活援助事業所
より、障

評

害者の自立した生活を

価

支援し、障害 の運営費

シ

を補助する。
者の福祉

ー

の促進を図る。 ＜事業

ト

内容＞
共同生活介護事

（

業  1日2,290

様

円
共同生活援助事業　

式

1日1,295円

位
置

１

づ
け

関連計画 刈谷市障

）

害者計画、刈谷市障害

会

福祉計画

根拠法令 愛知

計

県障害者共同生活介護

名

・共同生活援助事業費

担

補助金交付要綱

対象者

当

共同生活介護・共同生

部

活援助事業所 事業期間

福

平成１９年度 ～

実施方

祉

法 □直営　□委託　□

健

指定管理　■補助・助

康

成　□その他

部

一般会計
グルー

Ｂ
　

プ

事
　
業
　
実
　
績

２２年

ホ

度実績 ２３年度実績 ２

ー

４年度実績 ２５年度計

ム

画

補助対象日数　延べ

等

970日 補助対象日数

運

　延べ1,198日 補

営

助対象日数　延べ89

費

9日 補助対象日数　延

補

べ1,530日

　国制

助

度の報酬に上乗せして

事

、県と市で事業の運営

業

費に対し補助すること

担

により経営の安定を図

当

り利用者の福祉の増進

課

を

成果 図ることができ

障

た。

(できたこと)

　

害

障害者の地域移行に結

福

びつけることが課題と

祉

なっている。
課題

(で

課

きなか 

 ったこと)

款

指標名称（単位）
実績

項

値 目標値

２２年度 ２３

目

年度 ２４年度 ２５年度

担

２７年度

活動 補助対象

当

日数（日） 970 1,

係

198 899 1,53

障

0
指標

 
指標

　県の補

害

助金交付要綱に基づく

福

事業であり近隣市も同

祉

内容で実施している。

係

他市との
比較検証

3 1 2



3 1

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

2

ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 88 108 156 1,816 合計 156,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 44 54 60 908 交付金 156,000 円

一般財源 44 54 96 908

職員人件費　② 725 718 707 737

総事業費（①＋②） 813 826 863 2,553

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 重症心身障害児・者短期入所
利用支援事業費補助金（県）

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

５

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 福祉安

　

全

基本施策 障害児・者

刈

福祉
施策体系

施策の内

谷

容 障害福祉サービスの

市

充実

目
　
　
　
的

　医療

事

機関以外の福祉施設に

務

おける短期入所

主
た
る

事

内
容

　重症心身障害児

業

・者を受け入れた医療

評

機関
の受け入れを容易

価

にし、地域で生活する

シ

重症 以外の短期入所事

ー

業所に日額4,000

ト

円の補助金
心身障害児

（

・者及び家族の福祉の

様

向上を図る を交付する

式

。
。

位
置
づ
け

関連計画

１

刈谷市障害者計画、刈

）

谷市障害福祉計画

根拠

会

法令 刈谷市重症心身障

計

害児・者短期入所利用

名

支援事業費補助金交付

担

要綱

対象者 短期入所事

当

業所 事業期間 平成２０

部

年度 ～

実施方法 ■直営

福

　□委託　□指定管理

祉

　■補助・助成　□そ

健

の他

康部

一般会計
重症

Ｂ
　
事
　
業
　

心

実
　
績

２２年度実績 ２

身

３年度実績 ２４年度実

障

績 ２５年度計画

延べ日

害

数　22日　　　　　

児

　 延べ日数　27日 延

・

べ日数　39日 延べ日

者

数　254日

　地域で

短

生活する重症心身障害

期

児・者及びその家族を

入

支援する事業所をバッ

所

クアップすることで福

利

祉の向上を図ることが

用

成果 できた。

(できた

支

こと)

　まだまだ重症

援

心身障害児・者を受け

事

入れできる事業所が足

業

りないため、受け入れ

担

る事業所が増えるよう

当

検討する必要が
課題

あ

課

る。
(できなか 

 っ

障

たこと)

指標名称（単

害

位）
実績値 目標値

２２

福

年度 ２３年度 ２４年度

祉

２５年度 ２７年度

活動

課

補助対象日数（日） 2

款

2 27 39 254
指標

項

 
指標

　法律に基づき

目

行う事業であり各市共

担

通
他市との
比較検証

当係 障害福祉係



て検討する必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 職場定着できた人数（人） ― ― 1 ―
指標

指標
　本事業は、刈谷市独自の事業である。

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 296 0 合計 295,740 円
扶助費 295,740 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 296 0

職員人件費　② 0 0 707 0

総事業費（①＋②） 0 0 1,003 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

５

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

年

　
概
　
要

総合計画
分野

度

福祉安全

基本施策 障害

　

児・者福祉
施策体系

施

刈

策の内容 社会参加と自

谷

立支援

目
　
　
　
的

　福

市

祉施設から一般就労に

事

移行した際に福祉

主
た

務

る
内
容

　障害者自立支

事

援法の障害福祉サービ

業

ス（就
施設職員が就労

評

後の支援を行うことに

価

より、 労移行支援・就

シ

労継続支援）利用者が

ー

一般就
短期間での離職

ト

を防止する。 労に移行

（

した際に、支援してい

様

た事業所が本
人・企業

式

からの相談に応ずる経

１

費を事業所に
給付する

）

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

会

谷市障害者計画

根拠法

計

令 刈谷市障害者就労移

名

行後支援事業実施要綱

担

対象者 事業所 事業期間

当

平成２４年度 ～ 平成２

部

５年度

実施方法 ■直営

福

　□委託　□指定管理

祉

　□補助・助成　□そ

健

の他

康部

一般会計
障害

Ｂ
　
事
　
業
　

者

実
　
績

２２年度実績 ２

就

３年度実績 ２４年度実

労

績 ２５年度計画

　  

移

相談回数　26回 (障

行

害者就労支援事業に移

後

行)
        

支

          

援

          

事

 
         

業

          

担

          

当

          

課

          

障

         
　

害

　　―――――――　

福

　　 　　　―――――

祉

――　　　 　　　――

課

―――――

　本人のこ

款

とをよく分かっている

項

事業所が一般就労後の

目

フォローアップとして

担

相談に乗ることで、本

当

人の悩みや職場での

成

係

果 困りごとなどを解決

障

し、それによって本人

害

の離職を防ぐことで、

福

福祉の増進を図ること

祉

ができた。

(できたこ

係

と)

　利用実績のある

3

市内外の事業所に対し

1

て説明会を行い利用促

2

進を図ったものの、利用実績としてはあまり多くなく、一
課題

般就労後のフォローアップに対する考え方に対し



2

） 事業費内訳

事業費　① 0 0 6,020 6,020 合計 6,020,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 6,020,000 円

一般財源 0 0 6,020 6,020

職員人件費　② 0 0 1,768 1,105

総事業費（①＋②） 0 0 7,788 7,125

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

５

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 福祉安全

基

　

本施策 障害児・者福祉

刈

施策体系
施策の内容 社

谷

会参加と自立支援

目
　

市

　
　
的

　障害者小規模

事

活動事業所の運営費を

務

補助し

主
た
る
内
容

　Ｎ

事

ＰＯ法人が運営する障

業

害者小規模活動事
、経

評

営基盤を安定させるこ

価

とにより、障害者 業所

シ

の運営費を補助する。

ー

の社会復帰を促進する

ト

とともに、障害者福祉

（

（補助先）障害者小規

様

模活動事業所わいわい

式

の向上を図る。

位
置
づ

１

け

関連計画 刈谷市障害

）

者計画

根拠法令 刈谷市

会

補助金等交付規則

対象

計

者 精神障害者団体 事業

名

期間 平成２４年度 ～ 平

担

成２５年度

実施方法 □

当

直営　□委託　□指定

部

管理　■補助・助成　

福

□その他

祉健康部

一般会計

Ｂ
　
事
　

障

業
　
実
　
績

２２年度実

害

績 ２３年度実績 ２４年

者

度実績 ２５年度計画

　

小

　 補助金交付 補助金交

規

付
　 　
　 　
　 　
　　　

模

――――――― 　　　

活

―――――――

　精神

動

障害者の社会参加を促

事

進させることで、自立

業

した生活を支援し福祉

所

の増進を図ることがで

運

きた。

成果

(できたこ

営

と)

　利用人数が増え

補

ず、現状では新体系に

助

移行することが難しく

事

なっている。
課題

(で

業

きなか 

 ったこと)

担

指標名称（単位）
実績

当

値 目標値

２２年度 ２３

課

年度 ２４年度 ２５年度

障

２７年度

活動 利用人数

害

（人） ― ― 3 10
指標

福

指標
　本事業は、刈谷

祉

市独自の事業である。

課

他市との
比較検証

款 項 目 担当係 障害

Ｃ

福

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

祉

単位：千円
２２年度 ２

係

３年度 ２４年度 ２５年

3

度 ２４年度

（決算） （

1

決算） （決算） （予算



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5 71 6 17 合計 6,249 円
役務費 6,249 円

財
　
源

特定財源 4 37 2 12

一般財源 1 34 4 5

職員人件費　② 362 359 707 368

総事業費（①＋②） 367 430 713 385

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 行政財産目的外使用料
施設賠償責任保険金収入

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

５

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

年

　
概
　
要

総合計画
分野

度

福祉安全

基本施策 障害

　

児・者福祉
施策体系

施

刈

策の内容 障害福祉施設

谷

の充実

目
　
　
　
的

　す

市

ぎな作業所の管理運営

事

をとおし、障害者

主
た

務

る
内
容

　すぎな作業所

事

の管理運営を指定管理

業

者に委
の自立した生活

評

を支援し、障害者の福

価

祉の増 託する。施設に

シ

おいて作業指導、生活

ー

指導等
進を図る を行う

ト

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

（

谷市障害者計画

根拠法

様

令 障害者の日常生活及

式

び社会生活を総合的に

１

支援するための法律

対

）

象者 障害者 事業期間 昭

会

和５７年度 ～

実施方法

計

□直営　□委託　■指

名

定管理　□補助・助成

担

　□その他

当部 福祉健康部

一

Ｂ
　
事

般

　
業
　
実
　
績

２２年度

会

実績 ２３年度実績 ２４

計

年度実績 ２５年度計画

す

利用人数　51人 利用

ぎ

人数　51人 利用人数

な

　51人 利用人数　4

作

9人　
・生活介護　8

業

人 ・生活介護　8人
・

所

就労継続支援Ｂ型　4

管

3人 ・就労継続支援Ｂ

理

型　41人

　一般企業

運

での就労が困難な知的

営

障害者を対象に、個々

事

の能力に応じた作業活

業

動を通じて、社会適応

担

能力を向上し、福祉

成

当

果 の増進を図ることが

課

できた。

(できたこと

障

)

　職員人件費が別事

害

業のため、本事業は建

福

物共済保険料のみであ

祉

る。今後、利用者が安

課

全に使用できる施設づ

款

くりをする
課題

ために

項

施設の保守管理体制を

目

常に検討する必要があ

担

る。
(できなか 

 っ

当

たこと)

指標名称（単

係

位）
実績値 目標値

２２

障

年度 ２３年度 ２４年度

害

２５年度 ２７年度

活動

福

利用人数（人） 51 5

祉

1 51 49
指標

 
指標

係

　知的障害者の就労訓

3

練を行う施設としては

1

、近隣市では、安城市

2

の虹の家（定員２５人）がある。
他市との
比較検証



 円
需用費 468,300 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 役務費 23,000 円
工事請負費 3,045,000 円

一般財源 767 106 3,536 2,891

職員人件費　② 362 359 707 368

総事業費（①＋②） 1,129 465 4,243 3,259

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

５

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 福祉

度

安全

基本施策 障害児・

　

者福祉
施策体系

施策の

刈

内容 障害福祉施設の充

谷

実

目
　
　
　
的

　すぎな

市

作業所の整備をとおし

事

、障害者の自

主
た
る
内

務

容

　すぎな作業所内の

事

施設環境を整えるため

業

に
立した生活を支援し

評

、障害者の福祉の増進

価

を 必要な修繕及び工事

シ

を行う。　　　　　　

ー

　
図る。 　　

位
置
づ
け

ト

関連計画 刈谷市障害者

（

計画

根拠法令  

対象者

様

障害者 事業期間 ～

実施

式

方法 □直営　■委託　

１

□指定管理　□補助・

）

助成　□その他

会計名 担当部 福祉

Ｂ

健

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

康

年度実績 ２３年度実績

部

２４年度実績 ２５年度

一

計画

ブースター等設置

般

工事 空調機修繕 消防設

会

備修繕 排煙装置修繕
（

計

くすのき園、心身障害

す

者福 外倉庫建設工事 ス

ぎ

チール棚転倒防止工事

な

祉会館の整備を含む）

作

照明器具等改修工事
ト

業

イレ等改修工事

　利用

所

者に快適にすごしても

整

らうための修繕や工事

備

ができ、福祉の増進を

事

図ることができた。

成

業

果

(できたこと)

　経

担

年劣化している箇所が

当

いくつかあるため、修

課

繕を検討する必要があ

障

る。
課題

(できなか 

害

 ったこと)

指標名称

福

（単位）
実績値 目標値

祉

２２年度 ２３年度 ２４

課

年度 ２５年度 ２７年度

款

活動  工事、修繕件数

項

（件） 1 1 2 4
指標

 

目

指標

他市との
比較検証

担当係 障害福祉係

3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

1

　
ト

単位：千円
２２年

2

度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 767 106 3,536 2,891 合計 3,536,300



２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 14,018 15,003 15,112 25,005 合計 15,111,600 円
委託料 15,111,600 円

財
　
源

特定財源 1,126 1,125 1 11

一般財源 12,892 13,878 15,111 24,994

職員人件費　② 725 718 707 368

総事業費（①＋②） 14,743 15,721 15,819 25,373

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 行政財産目的外使用料
施設賠償責任保険金収入

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

５

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

年

　
概
　
要

総合計画
分野

度

福祉安全

基本施策 障害

　

児・者福祉
施策体系

施

刈

策の内容 障害福祉施設

谷

の充実

目
　
　
　
的

　つ

市

くし作業所の管理運営

事

をとおし、障害者

主
た

務

る
内
容

　つくし作業所

事

の管理運営を指定管理

業

者に委
の自立した生活

評

を支援し、障害者の福

価

祉の増 託する。施設に

シ

おいて作業指導、生活

ー

指導等
進を図る。 を行

ト

う。

位
置
づ
け

関連計画

（

刈谷市障害者計画

根拠

様

法令 障害者の日常生活

式

及び社会生活を総合的

１

に支援するための法律

）

対象者 障害者 事業期間

会

平成１６年度 ～

実施方

計

法 □直営　□委託　■

名

指定管理　□補助・助

担

成　□その他

当部 福祉健康部

一

Ｂ
　

般

事
　
業
　
実
　
績

２２年

会

度実績 ２３年度実績 ２

計

４年度実績 ２５年度計

つ

画

利用人数　31人 利

く

用人数　31人 利用人

し

数　33人 利用人数　

作

40人

　一般企業での

業

就労が困難な知的障害

所

者を対象に、個々の能

管

力に応じた作業活動を

理

通じて、社会適応能力

運

を向上し、福祉

成果 の

営

増進を図ることができ

事

た。

(できたこと)

　

業

定員増加による指定管

担

理料の増加が見込まれ

当

るため、経費面などの

課

今後の運営について検

障

討する必要がある。
課

害

題

(できなか 

 った

福

こと)

指標名称（単位

祉

）
実績値 目標値

２２年

課

度 ２３年度 ２４年度 ２

款

５年度 ２７年度

活動 利

項

用人数（人） 31 31

目

33 40
指標

 
指標

　

担

知的障害者の就労訓練

当

を行う施設としては、

係

近隣市では、安城市の

障

虹の家（定員２５人）

害

がある。
他市との
比較

福

検証

祉係

3 1 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 249 10 10 21 合計 10,465 円
役務費 10,465 円

財
　
源

特定財源 4 2 2 12

一般財源 245 8 8 9

職員人件費　② 362 359 354 368

総事業費（①＋②） 611 369 364 389

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 行政財産目的外使用料
施設賠償責任保険金収入

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

５

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 福

度

祉安全

基本施策 障害児

　

・者福祉
施策体系

施策

刈

の内容 障害福祉施設の

谷

充実

目
　
　
　
的

　くす

市

のき園の管理運営をと

事

おし、障害者の

主
た
る

務

内
容

　くすのき園の管

事

理運営を指定管理者に

業

委託
自立した生活を支

評

援し、障害者の福祉の

価

増進 する。
を図る。 ＜

シ

事業内容＞
生活支援、

ー

社会支援、作業支援等

ト

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

（

市障害者計画

根拠法令

様

障害者の日常生活及び

式

社会生活を総合的に支

１

援するための法律

対象

）

者 障害者 事業期間 平成

会

２年度 ～

実施方法 □直

計

営　□委託　■指定管

名

理　□補助・助成　□

担

その他

当部 福祉健康部

一

Ｂ
　
事
　
業

般

　
実
　
績

２２年度実績

会

２３年度実績 ２４年度

計

実績 ２５年度計画

利用

く

人数　21人 利用人数

す

　21人 利用人数　2

の

7人 利用人数　27人

き

　知的障害者が生涯に

園

わたって地域社会の中

管

で豊かで安定した生活

理

を送れるよう、施設に

運

おいて必要な支援・援

営

助を行い

成果 、福祉の

事

増進を図ることができ

業

た。

(できたこと)

　

担

職員人件費が別事業の

当

ため、本事業は建物共

課

済保険料のみである。

障

今後、利用者が安全に

害

使用できる施設づくり

福

をする
課題

ために施設

祉

の保守管理体制を常に

課

検討する必要がある。

款

(できなか 

 ったこ

項

と)

指標名称（単位）

目

実績値 目標値

２２年度

担

２３年度 ２４年度 ２５

当

年度 ２７年度

活動 利用

係

人数（人） 21 21 2

障

7 27
指標

 
指標

　知

害

的障害者の生活支援を

福

行う施設としては、近

祉

隣市では、碧南市の碧

係

南ふれあい作業所（定

3

員６０人）が
他市との

1

ある。
比較検証

2



源 0 6,783 452 4,650

職員人件費　② 362 359 707 368

総事業費（①＋②） 362 7,142 1,159 5,018

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 障害児・者

　

福祉
施策体系

施策の内

刈

容 障害福祉施設の充実

谷

目
　
　
　
的

　くすのき

市

園の整備をとおし、障

事

害者の自立

主
た
る
内
容

務

　くすのき園の施設環

事

境を整えるために必要

業

した生活を支援し、障

評

害者の福祉の増進を図

価

な修繕及び工事を行う

シ

。　　　　　　　　　

ー

る。 　

位
置
づ
け

関連計

ト

画 刈谷市障害者計画

根

（

拠法令  

対象者 障害者

様

事業期間 ～

実施方法 □

式

直営　■委託　□指定

１

管理　□補助・助成　

）

□その他

会計名 担当部 福祉

Ｂ
　
事
　

健

業
　
実
　
績

２２年度実

康

績 ２３年度実績 ２４年

部

度実績 ２５年度計画

ブ

一

ースター等設置工事 お

般

もちゃライブラリー改

会

修工 外壁コーキング工

計

事 正面玄関点字ブロッ

く

ク等修繕
事 便所他改修

す

工事
手摺設置工事
障害

の

者トイレ設置工事

　利

き

用者に快適に過ごして

園

もらうための修繕や工

整

事ができ、福祉の増進

備

を図ることができた。

事

成果

(できたこと)

　

業

今後も施設の機能を維

担

持するため、改修を検

当

討する必要がある。
課

課

題

(できなか 

 った

障

こと)

指標名称（単位

害

）
実績値 目標値

２２年

福

度 ２３年度 ２４年度 ２

祉

５年度 ２７年度

活動 工

課

事、修繕件数（件） 1

款

3 1 2
指標

 
指標

他市

項

との
比較検証

目 担当係 障害福祉

Ｃ
　
事

係

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

3

：千円
２２年度 ２３年

1

度 ２４年度 ２５年度 ２

2

４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 6,783 452 4,650 合計 451,500 円
需用費 451,500 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 15,888 14,010 15,889 14,046 合計 15,888,997 円
役務費 24,211 円

財
　
源

特定財源 809 778 789 18 委託料 15,391,000 円
使用料及び賃借料 473,786 円

一般財源 15,079 13,232 15,100 14,028

職員人件費　② 362 359 707 368

総事業費（①＋②） 16,250 14,369 16,596 14,414

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（国）

２６年度以降の事業費見込 0 障害者地域生活支援事業費補
助金（県）

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

５

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 福祉安全

基本施

　

策 障害児・者福祉
施策

刈

体系
施策の内容 障害福

谷

祉施設の充実

目
　
　
　

市

的

　心身障害者福祉会

事

館の管理運営をとおし

務

、

主
た
る
内
容

　刈谷市

事

心身障害者福祉会館の

業

管理運営を指
障害者の

評

自立した生活を支援し

価

、障害者の福 定管理者

シ

に委託する。
祉の増進

ー

を図る。

位
置
づ
け

関連

ト

計画 刈谷市障害者計画

（

根拠法令 障害者の日常

様

生活及び社会生活を総

式

合的に支援するための

１

法律

対象者 障害者 事業

）

期間 昭和６２年度 ～

実

会

施方法 □直営　□委託

計

　■指定管理　□補助

名

・助成　□その他

担当部 福祉健康部

一

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

般

２年度実績 ２３年度実

会

績 ２４年度実績 ２５年

計

度計画

講座数　　　　

心

9講座　 講座数　　　

身

　9講座　 講座数　　

障

　　9講座　 講座数　

害

　　　9講座　
延べ回

者

数　　　210回 延べ

福

回数　　　193回 延

祉

べ回数　　　199回

会

延べ回数　　　194

館

回
延べ参加人数　2,

管

985人 延べ参加人数

理

　2,485人 延べ参

運

加人数　2,558人

営

延べ参加人数　3,4

事

40人

　障害者からの

業

各種の相談に応じると

担

ともに、健康増進、教

当

養の向上、社会との交

課

流及びレクリエーショ

障

ンのために便宜

成果 を

害

総合的に提供し、福祉

福

の増進を図ることがで

祉

きた。

(できたこと)

課

　施設老朽化に伴う改

款

修、他施設との機能の

項

連携について検討する

目

必要がある。
課題

(で

担

きなか 

 ったこと)

当

指標名称（単位）
実績

係

値 目標値

２２年度 ２３

障

年度 ２４年度 ２５年度

害

２７年度

活動 講座数（

福

回） 9 9 9 9
指標

 
指

祉

標
　近隣市にも、概ね

係

同様の施設がある。
他

3

市との
比較検証

1 2



２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 16,715 2,121 5,200 合計 2,121,000 円
工事請負費 2,121,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 16,715 2,121 5,200

職員人件費　② 0 359 707 368

総事業費（①＋②） 0 17,074 2,828 5,568

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

５

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 福祉安全

基本施策 障

　

害児・者福祉
施策体系

刈

施策の内容 障害福祉施

谷

設の充実

目
　
　
　
的

　

市

心身障害者福祉会館の

事

整備をとおし、障害

主

務

た
る
内
容

　心身障害者

事

福祉会館の施設環境を

業

整えるた
者の自立した

評

生活を支援し、障害者

価

の福祉の めに必要な修

シ

繕及び工事を行う。
増

ー

進を図る。

位
置
づ
け

関

ト

連計画 刈谷市障害者計

（

画

根拠法令  

対象者 障

様

害者 事業期間 ～

実施方

式

法 □直営　■委託　□

１

指定管理　□補助・助

）

成　□その他

会計名 担当部 福祉

Ｂ
　

健

事
　
業
　
実
　
績

２２年

康

度実績 ２３年度実績 ２

部

４年度実績 ２５年度計

一

画

 会館修繕工事 雨漏

般

り対策工事 カーテン等

会

修繕
 駐車場屋根設置

計

工事 揚水ポンプ交換工

心

事 非常灯修繕
 トイレ

身

の自動手洗い工事 雨漏

障

り修繕
 玄関等床張替

害

え工事 街灯修繕
　　　

者

――――――― 電気設

福

備修繕
エレベータ改修

祉

工事
トイレ照明改修工

会

事

　施設内の老朽化が

館

ひどい箇所の修繕をし

整

、利用者が安全かつ快

備

適に施設を使用できる

事

よう福祉の増進を図る

業

ことができ

成果 た。

(

担

できたこと)

　開館か

当

ら25年以上が過ぎて

課

いるため、施設を安全

障

に使い続けていくため

害

に、維持を目的とする

福

整備を検討する必要が

祉

あ
課題

る。
(できなか

課

 

 ったこと)

指標名

款

称（単位）
実績値 目標

項

値

２２年度 ２３年度 ２

目

４年度 ２５年度 ２７年

担

度

活動  工事、修繕件

当

数（件） ― 2 4 7
指標

係

 
指標

他市との
比較検

障

証

害福祉係

3 1 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 9,218 9,951 9,923 9,913 合計 9,923,000 円
委託料 9,923,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 9,218 9,951 9,923 9,913

職員人件費　② 0 359 707 368

総事業費（①＋②） 9,218 10,310 10,630 10,281

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

５

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 福祉安全

基本施策

　

障害児・者福祉
施策体

刈

系
施策の内容 障害福祉

谷

施設の充実

目
　
　
　
的

市

　地域活動支援センタ

事

ーの運営をとおし、障

務

主
た
る
内
容

　心身障害

事

者福祉会館において実

業

施する地域
害者の自立

評

した生活を支援し、障

価

害者の福祉 活動支援セ

シ

ンター事業を委託する

ー

。
の増進を図る。 ＜事

ト

業内容＞
①機能訓練
②

（

社会適応訓練
③スポー

様

ツ・レクリエーション

式

④創作的活動
⑤給食サ

１

ービス等の実施

位
置
づ

）

け

関連計画 刈谷市障害

会

者計画、刈谷市障害福

計

祉計画

根拠法令 障害者

名

の日常生活及び社会生

担

活を総合的に支援する

当

ための法律

対象者 障害

部

者 事業期間 平成１８年

福

度 ～

実施方法 □直営　

祉

□委託　■指定管理　

健

□補助・助成　□その

康

他

部

一般会計
地域活

Ｂ
　
事
　
業
　
実

動

　
績

２２年度実績 ２３

支

年度実績 ２４年度実績

援

２５年度計画

利用人数

セ

　10人／日 利用人数

ン

　10人／日 利用人数

タ

　10人／日 利用人数

ー

　10人／日

　身体障

運

害者の機能の回復を図

営

るとともに、介護者の

事

負担軽減を図り、福祉

業

の増進を図ることがで

担

きた。

成果

(できたこ

当

と)

　事業所が休日で

課

ある日曜日が利用でき

障

ないため、土曜日に利

害

用者が集中してしまう

福

ことから施設の運営体

祉

系を検討する
課題

必要

課

がある。
(できなか 

款

 ったこと)

指標名称

項

（単位）
実績値 目標値

目

２２年度 ２３年度 ２４

担

年度 ２５年度 ２７年度

当

活動 利用人数（人） 1

係

0 10 10 10
指標

 

障

指標
　本事業は、刈谷

害

市独自の事業である。

福

他市との
比較検証

祉係

3 1 2



。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 860 1,641 10,246 11,375 合計 10,246,000 円
委託料 10,246,000 円

財
　
源

特定財源 645 0 0 10

一般財源 215 1,641 10,246 11,365

職員人件費　② 0 359 707 368

総事業費（①＋②） 860 2,000 10,953 11,743

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 施設賠償責任保険金収入

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

身体障害者デイサービスセンターたんぽぽ

運営事業

平成２

Ｐ
　

５

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

　

野 福祉安全

基本施策 障

刈

害児・者福祉
施策体系

谷

施策の内容 障害福祉施

市

設の充実

目
　
　
　
的

　

事

身体障害者デイサービ

務

スセンターたんぽぽ

主

事

た
る
内
容

　身体障害者

業

デイサービスセンター

評

たんぽぽ
の運営をとお

価

し、障害者の自立した

シ

生活を支 において実施

ー

する生活介護事業を委

ト

託する。
援し、障害者

（

の福祉の増進を図る。

様

＜事業内容＞
①基本事

式

業（機能訓練、社会適

１

応訓練、スポ
ーツ・レ

）

クリエーション）
②創

会

作的活動
③入浴サービ

計

ス
④給食サービス
⑤介

名

護サービス
⑥送迎サー

担

ビス

位
置
づ
け

関連計画

当

刈谷市障害者計画

根拠

部

法令 障害者の日常生活

福

及び社会生活を総合的

祉

に支援するための法律

健

対象者 障害者 事業期間

康

平成１３年度 ～

実施方

部

法 □直営　□委託　■

一

指定管理　□補助・助

般

成　□その他

会計 担当課 障害福

Ｂ
　

祉

事
　
業
　
実
　
績

２２年

課

度実績 ２３年度実績 ２

款

４年度実績 ２５年度計

項

画

利用人数　20人／

目

日 利用人数　20人／

担

日 利用人数　20人／

当

日 利用人数　20人／

係

日

　生活介護サービス

障

の実施により、身体障

害

害者の機能回復を図る

福

とともに、家庭介護者

祉

の負担軽減をし、福祉

係

の増進を図

成果 ること

3

ができた。

(できたこ

1

と)

　生活介護サービ

2

ス報酬が減少することにより、委託料の減少がサービスの低下に繋がらないよう検討する必要がある。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 利用人数（人） 20 20 20 20
指標

 
指標

　知的障害者の生活支援を行う施設としては、近隣市では、碧南市の碧南ふれあい作業所（定員60人）があ
他市との る



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 57,056 56,756 合計 57,056,441 円
役務費 11,441 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 57,045,000 円

一般財源 0 0 57,056 56,756

職員人件費　② 0 0 1,768 1,105

総事業費（①＋②） 0 0 58,824 57,861

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 施設賠償責任保険金収入

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

５

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 福祉安全

基本施

　

策 障害児・者福祉
施策

刈

体系
施策の内容 障害福

谷

祉施設の充実

目
　
　
　

市

的

　障害のある人の就

事

労相談及び生活相談、

務

就

主
た
る
内
容

　障害者

事

支援センターの管理運

業

営を指定管理
労訓練並

評

びに日常生活における

価

自立支援を行 者に委託

シ

する。
う。

位
置
づ
け

関

ー

連計画 刈谷市障害者計

ト

画、刈谷市障害福祉計

（

画

根拠法令 障害者の日

様

常生活及び社会生活を

式

総合的に支援するため

１

の法律

対象者 障害者 事

）

業期間 平成２４年度 ～

会

実施方法 □直営　□委

計

託　■指定管理　□補

名

助・助成　□その他

担当部 福祉健康部

一

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

般

２２年度実績 ２３年度

会

実績 ２４年度実績 ２５

計

年度計画

  相談件数

障

　3,526件 相談件

害

数　4,800件
  

者

地域活動支援センター

支

　 地域活動支援センタ

援

ー　
  利用者数　2

セ

,401人 利用者数　

ン

3,600人　
  
　

タ

　　―――――――　

ー

　　 　　　―――――

管

――　　　

　平成24

理

年4月に開所し、障害

運

者の自立した生活を支

営

援するための相談や日

事

中の過ごす場などを提

業

供することにより、福

担

成果 祉の増進を図るこ

当

とができた。

(できた

課

こと)

　当初の周知が

障

不足していたことによ

害

り利用者がゆるやかに

福

しか増加しなかったた

祉

め、更なる広報活動を

課

健闘する必要が
課題

あ

款

る。
(できなか 

 っ

項

たこと)

指標名称（単

目

位）
実績値 目標値

２２

担

年度 ２３年度 ２４年度

当

２５年度 ２７年度

活動

係

サービス等利用計画作

障

成数（件） ― ― 46 1

害

40
指標

指標
　近隣市

福

において３障害を総合

祉

的に支援する施設は刈

係

谷市のみである。
他市

3

との
比較検証

1 2



自の事業である。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 1,479 1,123 160 合計 1,122,900 円
備品購入費 1,122,900 円

財
　
源

特定財源 0 0 302 0

一般財源 0 1,479 821 160

職員人件費　② 0 359 354 368

総事業費（①＋②） 0 1,838 1,477 528

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 心身障害者福祉事務費寄附金

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

５

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 福祉安全

基

度

本施策 障害児・者福祉

　

施策体系
施策の内容 障

刈

害福祉施設の充実

目
　

谷

　
　
的

　各事業所の備

市

品を更新し、施設環境

事

を整備

主
た
る
内
容

　心

務

身障害者デイサービス

事

センターたんぽぽ
する

業

ことで、利用者の利便

評

性を向上させる。 でベ

価

ッドが必要な利用者が

シ

増加してきたため
、増

ー

設のため新規購入する

ト

。また、介護時の
利便

（

性を高め、利用者に対

様

するサービスの質
の向

式

上のために、カートを

１

新規購入する。　
　　

）

　　　　　　　　　　

会

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

計

市障害者計画

根拠法令

名

対象者 障害者 事業期間

担

～

実施方法 ■直営　□

当

委託　□指定管理　□

部

補助・助成　□その他

福祉健康部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

備

績

２２年度実績 ２３年

品

度実績 ２４年度実績 ２

等

５年度計画

 テレビ　

整

　　　　　　　1台 ミ

備

シン　　　　　3台 ベ

事

ッド　1台
 パワーア

業

ンプ・ミキサー1台 耐

担

火金庫　　　　1台 カ

当

ート　1台
 テープル

課

　　　　　　　8台 デ

障

スク　　　　　3台
 

害

椅子　　　　　　　　

福

 24脚 キャビネット

祉

　 12台
　　　――

課

――――― チェア　　

款

　　 15脚
椅子　　

項

　　　　5脚
ロッカー

目

　　　　3台

　事業所

担

の備品を更新及び購入

当

することにより、利用

係

者に安全で快適に過ご

障

してもらえるよう整備

害

し、福祉の増進を図る

福

成果 ことができた。

(

祉

できたこと)

　故障し

係

て使用できなくなり利

3

用者に危険を与える前

1

に修繕等をする必要る

2

ため、計画的な予算執行を検討する必要があ
課題

る。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動  購入件数（件） ― 34 42 2
指標

指標
　本事業は、刈谷市独


